
春の叙勲にて「瑞宝双光章」を受章されました 

 令和５年５月12 日（金）国立劇場にて、国の「令和５年春の叙勲勲章伝達式」が実施され、本市

の教育活動に長年尽力いただきました、元 交野市立妙見坂小学校長 辻 昌美（つじ まさみ）先生

が、「瑞宝双光章（ずいほうそうこうしょう）※」を受章されました。 

 令和５年５月22日（月）、辻先生が北田教育長を訪問され、伝達式 

及びその後の皇居豊明殿における拝謁（はいえつ）の様子について 

報告されました。 

※公務等に長年にわたり従事し、成績を挙げた方に授与される勲章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 豊明殿には教育関係以外の分野の受章者も 

集まり、天皇陛下からのお祝いのお言葉を 

聞かれたそうです。 

 辻先生、おめでとうございます。 

 

辻昌美先生 略歴 

昭和11年４月８日、京都府生まれ。昭和35年、大阪府北河内郡交野町立交野小学校教諭に就

任後、理科教育、社会科教育を中心として授業研究に努め、交野市教育委員会指導主事、交野市立

私市小学校教頭、交野市立倉治小学校教頭を経て、昭和62年4月、交野市立長宝寺小学校長に就

任。積極的な学校経営を通して、児童の健全育成の推進を図られ、平成８年３月、交野市立妙見坂

小学校長を退職。 

平成７年５月3日、大阪府知事より「憲法記念日知事表彰（教育功労）」受賞。 

退職後は、長きにわたり交野市立小・中学校の初任者研修（「交野かるためぐり」等）の講師を

務めるなど、後進の指導、及び育成に尽力いただきました。 
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